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でっかく膨らんだ

まちの人口（平成 24年 12月１日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口17,986 人（23人減）　男8,745 人（9人減）　女9,241 人（14 人減）　世帯数6,910 世帯（8世帯減）　※（　）内は前月比

放課後、体育館に現れた巨大な紙風船。

風船の内側は子どもたちが３人すっぽりと入ります。

その大きさに子どもたちは大興奮でした。

【撮影日】11月 19 日

【撮影場所】伊南小学校体育館
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明
日
へ
の
一
歩

自
ら
選
択
す
る
明
日
へ

　

11
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の
３
日
間
、

町
内
の
各
事
業
所
に
お
い
て
、
県
立
田
島

高
等
学
校
２
年
生
94
人
に
よ
る
職
場
体
験

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

46
・
４
％
。

　

こ
れ
は
、
平
成
23
年
度
の
県
立
田
島
高

等
学
校
卒
業
者
の
就
職
者
率
で
す
。
同
じ

町
内
に
あ
る
県
立
南
会
津
高
等
学
校
の
平

成
23
年
度
就
職
者
率
は
21
・
８
％
で
す
か

ら
、
い
か
に
多
く
の
田
島
高
校
卒
業
生
が
、

就
職
と
い
う
道
を
選
ん
で
い
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。

　

中
学
生
期
の
職
場
体
験
は
、
漠
然
と
し

た
「
憧
れ
」
で
職
場
を
選
ん
で
い
た
か
も

し
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
。

　

し
か
し
、
高
校
２
年
生
と
も
な
れ
ば
、

す
ぐ
目
の
前
に
将
来
の
方
向
性
を
決
め
る

重
要
な
選
択
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　
「
就
職
」
か
「
進
学
」
か
。

　

高
校
を
卒
業
し
、
就
職
を
目
指
す
子
ど

も
た
ち
。
進
学
を
選
択
し
、
学
び
続
け
る

県立田島高等学校

職場体験（インターンシップ）レポート

お世話になった町内30カ所の職場体験先

南会津町役場／田島郵便局／会津みなみ農業協同組合／南会津町図書館／田島保育園／田島カトリッ
ク暁の星幼稚園／特別養護老人ホーム田島ホーム／デイサービスセンター愛宕／南陽会あかまつ荘／
リオンドール田島店／コメリホームセンター田島店／はだかや／若木／渡部正晴税理士事務所／ツル
ハドラッグ南会津店／南会津地方広域市町村圏組合消防本部消防署／県立南会津病院／クオール薬局
南会津店／ヨークベニマル田島店／ファッションセンターしまむら田島店／コスメプラザいのまた／
トヨタカローラ福島㈱田島店／みなみやま観光／きらり／グリーンホテルミナト／三浦屋菓子店／
住田光学ガラス／奈良屋／渡部書店／稲富歯科医院

受け入れていただいた全ての事業所の皆さん、ありがとうございました。
そのほか、下郷町７事業所、会津若松市７事業所で職場体験を行いました。

高
校
生
の
職
場
体
験
。

就
職
、
進
学
、
彼
ら
が
直
面
す
る
将
来
の
選
択
。

彼
ら
は
、
具
体
的
な
夢
や
目
標
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
体
験
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
と
で
、
よ
り
高
い
自
分
を
目
指
す
子
ど

も
た
ち
。

　

ど
ち
ら
を
選
択
す
る
に
し
て
も
、
職
場

体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
は
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

働
く
こ
と
の
意
義
や
目
的
を
理
解
し
、

社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
新
し
い
自
分
を

発
見
す
る
こ
と
で
彼
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の

「
自
分
」
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。
自
ら
の

意
志
と
責
任
で
自
分
の
将
来
を
思
考
し
、

選
択
す
る
た
め
、
彼
ら
は
具
体
的
な
夢
や

目
標
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
体
験

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
、
目
標
、
希
望
に
向
か
い
、

自
分
た
ち
は
何
を
身
に
つ
け
、
何
を
学
び
、

ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
べ
き
か
、
無
限
に

広
が
る
可
能
性
の
た
め
、
彼
ら
が
学
ん
だ

３
日
間
。

　

彼
ら
が
踏
み
出
し
た
明
日
へ
の
一
歩
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
彼
ら
が
体
験
し
た
３
日

間
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

特集

Interview ～インタビュー

県立田島高等学校 進路指導部長　野邉　源 先生

　本校のインターンシップの目的は、その職業はどういった仕事をする
のか（１１０を超える事業所の中から生徒が選択）、その職業に自分は
適しているのか、そして「働く」とはどういったことなのかなどを、自
分の肌で直に感じてくることです。
　これが表の目的だとすると、もう一つ裏の目的もあります。それは、
生徒が「社会人の一員」として実社会を擬似体験し、成長を遂げること
です。実社会という甘えのきかないステージで、生徒は実社会のルール
　　　　　　　　　　　に従いながら、様々なことを厳しく教えられ、
　　　　　　　　　　　最後には認められ（だと良いのですが）、この
　　　　　　　　　　　冒険から帰還します。
　　　　　　　　　　　　自信を得て帰ってきた生徒たちの表情は、少
　　　　　　　　　　　し大人びて、少したくましくなっています。
　　　　　　　　　　　　ご協力いただいた４４の事業所様には、生徒
　　　　　　　　　　　を温かくご指導いただき、大変感謝しておりま
　　　　　　　　　　　　す。おかげさまで生徒たちは、それぞれの希
　　　　　　　　　　　　望進路や「大人」へと大きく一歩前進しまし
　　　　　　　　　　　　　た。本当にありがとうございました（来年
　　　　　　　　　　　　　　度もよろしくお願いいたします）。
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こ
の
ペ
ー
ジ
の
３
つ
の
職
場
体
験
レ
ポ

ー
ト
は
、
南
会
津
町
役
場
総
合
政
策
課
で

職
場
体
験
を
行
っ
た
湯
田
雅
也
君
と
星
秀

明
君
が
作
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
き
な
り
カ
メ
ラ
を
渡
さ
れ
、
取
材
に

出
か
け
た
一
日
目
。
何
を
撮
れ
ば
良
い
の

か
、
何
を
聞
け
ば
い
い
の
か
、
当
初
は
戸

惑
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
次
第
に
カ
メ

ラ
を
構
え
る
姿
が
様
に
な
っ
て
き
て
い
ま

し
た
。

　

慣
れ
て
き
た
二
日
目
。
取
材
に
も
慣
れ
、

写
真
を
撮
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
顔

に
や
や
余
裕
が
出
て
き
た
様
子
。

　

広
報
紙
は
取
材
を
す
る
だ
け
で
は
完
成

し
ま
せ
ん
。
取
材
し
た
内
容
を
ま
と
め
、

原
稿
を
書
き
、写
真
を
選
び
、紙
面
構
成（
レ

南会津地方広域消防本部

暁の星幼稚園
左から室井　翔太 君
　　　渡部　哲也 君
　　　佐藤　雅進 君
　　　星　　亮太 君

左から大竹　里菜 さん
　　　大竹由希子 さん
　　　弓田　美里 さん

左から星　　聖人 君
　　　児山　和人 君
　　　折笠陽次朗 君

　車関係の仕事に興味があり、整備の過程や車
について深く知りたいと思った４人は、トヨタ
カローラ田島店を体験場所に選んで、オイル交
換やタイヤ交換、タイヤのバランス調整、洗車
を体験しました。
　「一番大変だったのは、タイヤのバランス調
整」と語ってくれたのは渡部哲也君。
５ｇ単位の重りをタイヤに貼り付ける、気を使
う仕事だったそうです。また、洗車では、寒空
の下で水を使うのはとても寒かったと話してい
ました。
　この４人はインターンシップを通じて、もっ
と車を好きになったと思います。

　３人は、救急訓練や放水活動などを体験しま
した。
　実際に人が倒れていることを想定した救急訓
練での胸骨圧迫は、想像以上に辛く大変だと３
人は口を揃えました。
　放水訓練では、放水した時の水圧が大きく、
１人で３分間ホースを支えるだけでも大変だと
話していました。
　この３人は将来、消防士になるのが夢で、

「この貴重な体験を生かし、たくさんの人を助
けられる。そんな消防士になりたい」と改めて
夢の実現を目指していました。

　子どもたちと一緒に、寒い外でも元気よく走
りまわって遊んでいました。
　元気に楽しく遊んでいる子どもたちを見ると
３人は、元気をもらえると話していました。
　子どもたちと接するうえで３人は、ケガをさ
せないように目配りをしっかりしたり、ケンカ
をさせないように平等におもちゃが行き渡るよ
うにすることなどに気をつけていました。
　この３人は、「もっと子どもを好きになりま
した。保育士になることが夢」と話してくれま
した。

Internship-report.3 Internship-report.1

Internship-report.2

イ
ア
ウ
ト
）
を
行
う
―
。
文
章
に
ま
と
め

る
と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
二
人
は
苦
労

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、『
や
れ
な
い
・

出
来
な
い
』
と
あ
き
ら
め
ず
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
い
、
記
事
を
ま
と
め
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

取材を行う星秀明君（左）と湯田雅也君（中）

　

将
来
を
夢
見
る
多
感
な
高
校
生
た
ち
が

経
験
し
た
職
場
体
験
の
３
日
間
。
こ
れ
か

ら
の
自
分
の
将
来
を
決
め
る
上
で
、
そ
れ

は
短
い
時
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

そ
の
中
で
も
彼
ら
は
、
働
く
こ
と
の
意
味

や
目
的
を
学
び
、
仕
事
の
楽
し
さ
や
新
た

な
自
分
自
身
を
発
見
す
る
な
ど
、
多
く
の

も
の
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
彼
ら
が
臨
ん

だ
３
日
間
は
、
確
か
な
成
長
へ
の
糧
、
明

日
へ
の
一
歩
に
な
っ
た
は
ず
。

レポートの写真も撮りました。

トヨタカローラ福島㈱田島店
体
験
し
ま
し
た

体
験
し
ま
し
た

体
験
し
ま
し
た
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ひのきスポーツクラブ

　１１月３日、御蔵入交流館で文化講演会が開かれ、
講師の乙武洋匡さんが語る体験談に約６５０人が聞き
入りました。
　作家でもあり教員経験などを持つ乙武さんは、「み
んな違ってみんないい」をテーマに講演。小学校教員
時代の体験談、東日本大震災後のボランティア活動の
エピソードなどに会場は耳を傾けていました。

乙武さん講師に文化講演会

軽妙な語り口で聴衆を魅了した乙武洋匡さん

　本町で初めて設立された総合型地域スポーツクラブ
「ひのきスポーツクラブ」は、設立１０周年を迎えま
した。
　１０月２８日、１０周年を記念し、田島ダムで『第
１回ひのき駅伝大会』が開催され、小学生から大人ま
での２４チーム、総勢１４２人の選手が参加。紅葉に
囲まれた田島ダムの周回コースをそれぞれのペースで
たすきを繋ぎました。
　当日は小雨が降る中での開催となりましたが、多く
の観覧者・応援者も駆け付け、熱い声援と温かい笑顔
に包まれた素晴らしい記念大会となりました。

みんなが見守る中、ゴール。
クラブの一体感が感じられた大会でした。

針生小学校閉校記念祭

“みんな違ってみんないい”

最後まで針生らしさを

設立10周年を記念し、駅伝大会を開催

　

平
成
24
年
度
町
功
労
者
表
彰
式

が
、
11
月
27
日
に
御
蔵
入
交
流

館
で
行
わ
れ
、
町
政
の
進
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
16
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

芳
賀　

芳
一
さ
ん
（
貝
原
）

　

舘
岩
村
、
南
会
津
町
農
業
委
員

と
し
て
25
年
在
職
し
、
農
地
集
積

や
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

渡
部　

清
さ
ん
（
古
今
）

　

田
島
町
、
南
会
津
町
農
業
委
員

と
し
て
16
年
９
月
在
職
し
、
農
地

集
積
や
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

平
野　

勝
さ
ん
（
木
賊
）

　

舘
岩
村
、
南
会
津
町
農
業
委
員

と
し
て
22
年
在
職
し
、
農
地
集
積

や
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

児
山　

稔
さ
ん
（
古
今
）

　

消
防
団
員
と
し
て
、
36
年
８
月

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の
消
防

活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

小
濱　

貞
祐
さ
ん
（
中
山
口
）

　

消
防
団
員
と
し
て
、
38
年
６
月

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の
消
防

活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

皆
川　

曻
藏
さ
ん
（
針
生
）

　

田
島
町
、
南
会
津
町
農
業
委
員

と
し
て
10
年
９
月
在
職
し
、
農
地

集
積
や
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

星　

栄
三
郎
さ
ん
（
羽
塩
）

　

田
島
町
、
南
会
津
町
農
業
委
員

と
し
て
10
年
９
月
在
職
し
、
農
地

集
積
や
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

大
法　

惠
至
さ
ん
（
谷
地
）

　

消
防
団
員
と
し
て
、
28
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
地
域
の
消
防
活
動

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場　

正
行
さ
ん
（
台
板
橋
）

　

消
防
団
員
と
し
て
、
25
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
地
域
の
消
防
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小
勝　

光
則
さ
ん
（
前
沢
）

　

消
防
団
員
と
し
て
、
29
年
９
月

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の
消
防

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

廣
野　

毅
さ
ん
（
井
桁
）

　

行
政
連
絡
員
と
し
て
22
年
１
月

の
長
き
に
わ
た
り
、
町
と
地
域
と

の
事
務
連
絡
等
の
円
滑
化
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

星　

栄
五
さ
ん
（
滝
原
）

　

田
島
町
、
南
会
津
町
体
育
指
導

委
員
と
し
て
28
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

梁
取　

新
助
さ
ん
（
上
平
）

　

南
郷
村
、
南
会
津
町
体
育
指
導

委
員
と
し
て
26
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

土
橋　

一
德
さ
ん
（
木
伏
）

　

南
郷
村
、
南
会
津
町
体
育
指
導

委
員
と
し
て
24
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

渡
部　

哲
夫
さ
ん
（
本
町
）

　

納
税
貯
蓄
組
合
長
（
祇
園
納
税

貯
蓄
組
合
）
と
し
て
29
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
町
財
政
の
健
全
化
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

星　

ト
ネ
子
さ
ん
（
森
戸
）

　

納
税
貯
蓄
組
合
長
（
第
一
森
戸

納
税
貯
蓄
組
合
）
と
し
て
27
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
町
財
政
の
健
全

化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
表
彰
（
２
人
）

特
別
功
労
表
彰
（
３
人
）

町
政
発
展
に
功
労
、
16
人
を
表
彰

功
績
表
彰
（
11
人
）

　１１月１１日、針生小学校閉校記念祭が針生小体育
館で行われ、同校児童・教職員をはじめ、針生地区の
住民や多くの来賓らが出席しました。
　閉校記念祭に先立ち行われた学習発表会では、子ど
もたちが自ら調べた針生小学校の歴史を自作の台本で
つくった劇が発表されました。昭和１０年代、３０年
代、５０年代の学校生活を衣装などで見事に再現、集
まった針生地区の住民の皆さんは懐かしさに感極まっ
ていました。
　閉校記念祭では、懐かしい写真で同校の歴史を振り
返るスライドショー上映や、合奏や歌の発表が行われ、
針生小学校校歌を会場に集まった全員で歌い、皆、万
感の思いでした。
　針生小学校は、１８７７（明治１０）年に静川小学
校から分離し創立。以来、地域の中で住民とともに
１３５年の歴史を刻んできました。

子どもたち全員で「針生の夏」を合奏しました。

多
く
の
方
が
針
生
小
の
閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。
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地域協議会の新たな委員が選任
　身近な地域の課題についての意見を行政運営に反映
させ、住民自治の推進を図る事を目的とし、４地域で
設置している地域協議会の新たな委員が選任されまし
た。
　地域協議会は、地域自治区（合併前の旧町村）の区
域に関する課題について自主的な審議・意見提案を行
うとともに、町の事務などのうち、町長等から諮問さ
れた事項（意見を求められた事項）について審議し、
意見を述べることができます。また、地域自治区内の
施設の設置・廃止・管理の在り方、総合振興計画など
重要事項の決定や変更については、町はあらかじめ地
域協議会の意見を聴くこととなっています。
　地域協議会は、地域の意見や考えを行政に反映させ
るための機能と、住民と行政の協働によるまちづくり
をより効果的に推進するための機能の、２つの顔をも
った組織といえます。

№
田島地域協議会

定数:18 人以内

舘岩地域協議会

定数:12 人以内

伊南地域協議会

定数:10 人以内

南郷地域協議会

定数:12 人以内

１ 会　長 貝 田 美 郎 星 　 廣 政 林 　 敏 男 五 十 嵐 文 紀

２ 副会長 山 田 　 明 星 　 清 信 平 野 五 十 男 酒 井 惣 一

３ 委　員 渡 部 　 衛 木 下 武 司 馬 場 二 三 子 菅 家 利 徳

４ 〃 猪 股 純 一 星 　 和 憲 岡 本 寛 司 星 　 芳 正

５ 〃 有 賀 伸 一 平 野 睦 夫 馬 場 和 裕 五十嵐千代吉

６ 〃 皆 川 洋 一 星 近 山 内 孝 義 中 山 美 華

７ 〃 室 井 勝 良 星 　 朋 子 平 野 恒 二 大 塚 敏 勝

８ 〃 小 椋 勲 功 星 　 英 信 佐 藤 佳 厘 酒 井 秀 明

９ 〃 渡 部 孝 二 芳 賀 久 典 平 野 秀 敏 酒 井 敬 臣

10 〃 小 林 悦 子 橘 　 和 成 馬 場 初 美 馬 場 純 子

11 〃 佐 藤 秀 幸 大 山 義 幸

12 〃 渡 部 　 章 鈴 木 秀 明

13 〃 池 谷 久 仁 子

14 〃 大 桃 一 浩

15 〃 猪 股 　 靖

地域協議会委員名簿（任期：平成24年11月1日～平成27年3月31日）

　１１月２７日、南会津町地域協議会連絡会議が開催
され、連絡会議の会長に貝田美郎さん（田島地域協議
会長）、副会長に星廣政さん（舘岩地域協議会長）が
それぞれ選出されました。

■問い合わせ

　本庁総合政策課　地域振興係

　　　℡ 0241－62－6240

　舘岩総合支所振興課　企画観光係

　　　℡ 0241－78－3330

　伊南総合支所振興課　企画観光係

　　　℡ 0241－76－7715

　南郷総合支所振興課　企画観光係

　　　℡ 0241－72－2900

１１月２７日に開催された地域協議会連絡会議の様子

　１１月１９日、中荒井地区にある龍水如活禅師の墓
を、禅師の宗派「黄

おうばくしゅう

檗宗」の本山萬福寺の塔頭「緑樹
院」の住職ら５人が訪れ、禅師の供養のためお経を上
げました。
　住職らは、奥会津博物館で行われた特別企画展「龍
水如活禅師の生涯」を拝観、約３００年前に田島を中
心にして人々を救済した如活禅師に感服し、供養のた
めお経を唱えていました。

名誉会長表彰を受賞された渡部さん（右）

町長へ受賞報告に訪れた龍巳会の子どもたち

南会津と台湾、友情の絆
キズナ強化プロジェクト

　１１月１８日、埼玉県さいたま市で開催された『太
鼓祭inソニックシティ 2012組太鼓日本一決定戦』で、
田島太鼓クラブ龍巳会が、組太鼓ジュニアの部で準優
勝という輝かしい成績を収めました。
　田島保育園ＯＢの小学生で構成されている龍巳会
は、大会に小学５、６年生の１３人で出場。目標とし
ていた日本一は残念ながら逃しましたが、力強い演奏
で南会津っ子の元気を全国に発信してくれました。

太鼓祭inソニックシティ 2012
龍巳会、全国大会「準優勝」！

 １１月８日、福島市のサンパレス福島において「平
成２４年度福島県統計功労者表彰式」が行われました。
　この表彰は、統計業務に従事し優れた功績のあった
個人・団体に贈られるもので、本町からは、渡部理恵
さん（中町）が統計調査に対する長年の功績並びに統
計の発展と普及啓発への貢献が認められ、福島県統計
協会名誉会長表彰を受賞しました。

福島県統計功労者表彰式
渡部さんに名誉会長表彰

龍水如活禅師の墓で
約３００年振りの供養

禅師の墓前で経を唱える住職ら

　１０月２９～３１日、復興に取り組む日本の現状を
理解し、母国に発信してもらう「キズナ強化プロジェ
クト」の一環で、台湾の高校生１２０人が本町を訪問
しました。
　３０日には、さゆり会館で町内の南郷中学校・舘岩
中学校・県立南会津高校の生徒たちや地域の方々との
交流パーティーが開かれました。
　南会津と台湾の子どもたちは、歌やダンスを披露し、
合同での合唱やプレゼント交換を行うなど、互いに国
際理解、国際交流を深めていました。

全員での記念撮影。互いに国際交流が深まったはず
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連絡の際に注意していただきたいこと

・電話の際、夜間等迷惑になる時間はできるだけ避けてください。

・法要等で留守のこともあります。

　面談希望の場合は、前もって連絡をしてください。

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学
習

　

す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て

　

入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の

　

方
な
ら
、
学
力
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修

　

生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し

　

て
１
２
４
単
位
以
上
を
修
得
し
、
卒
業
す

　

る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で

　

き
ま
す
。

○
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方

　

に
は
、「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実

　

施
し
て
い
ま
す
。

■
出
願
期
間

　

２
月
28
日
（
木
）
ま
で

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
２
１
）
７
４
７
１

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る
事
故
を
防
ご
う
！

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除
雪
機

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
使
用
者
の
責
任

に
お
い
て
、
正
し
く
、
安
全
に
作
業
し
ま
し

ょ
う
。

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

12
月
18
日
（
火
）、
１
月
15
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

県
民
健
康
管
理
調
査

基
本
調
査
問
診
票
の
ご
回
答
の
お
願
い

　

県
で
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
る
放
射
線
の

影
響
を
踏
ま
え
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を

長
期
に
わ
た
り
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

出
発
点
と
し
て
、
問
診
票
を
ご
提
出
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
外
部
被
ば

く
線
量
を
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
推
計
結
果
の
通
知
が
届
い
て
い

な
い
皆
さ
ま
に
は
、
現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
作

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
も
う
少
々
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
問
診
票
を
作
成
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ

ま
に
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
７
月
11

日
ま
で
の
ご
自
身
の
外
部
被
ば
く
線
量
を
確

認
い
た
だ
く
た
め
、
問
診
票
へ
の
ご
記
入
・

ご
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

基
本
調
査
問
診
票
の
書
き
方
説
明
・
相
談
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
伺
い
し
ま
す

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県
民
健
康
管

理
調
査 

基
本
調
査
問
診
票
」
に
関
す
る
出
前

書
き
方
説
明
会
と
出
前
相
談
会
を
、
実
施
内

容
や
会
場
な
ど
の
ご
要
望
に
応
じ
て
開
催
し

ま
す
。

　

開
催
は
、
土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
、
１
回
当
た
り

10
～
15
名
ま
で
対
応
が
可
能
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

福
島
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン

　

タ
ー

　

０
２
４
（
５
４
７
）
１
７
８
６

放
送
大
学　

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

問℡

　　固定資産税　　　  第３期
　　国民健康保険税　  第６期
　　介護保険料　　　  第６期
　　後期高齢者医療保険料  第５期

納期限は 12 月 25 日 ( 火 ) です。
　町税に関するお問い合わせ先は
　　本 庁 税 務 課 　 　  　TEL 0241-62-6110
　　舘 岩 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-78-3325
　　伊 南 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-76-7712
　　南 郷 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-72-2224

今月の納税

申 日場問℡

問℡

さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
届
い

て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
本
庁
税
務
課
ま

た
は
最
寄
り
の
総
合
支
所
町
民
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
１
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
２

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
４

南
会
津
町
不
妊
治
療
費
・
不
育
治
療
費

　
　
　
　
　
　

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
不
妊
・
不
育
治
療
を
受
け
る
夫

婦
の
経
済
的
及
び
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
不
妊
・
不
育
治
療
等
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対
象
で

　

す
。

①
法
律
上
の
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦
で
あ
っ
て
、

　

夫
婦
両
者
と
も
南
会
津
町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
方

②
特
定
不
妊
治
療
ま
た
は
特
定
不
育
治
療
以

　

外
の
方
法
で
は
、
妊
娠
も
し
く
は
出
産
す

　

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
そ
の
見
込

　

み
が
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ

　

て
い
る
方

③
申
請
日
に
お
い
て
、
夫
婦
と
も
に
町
税
等

　

の
滞
納
が
な
い
方

■
対
象
と
な
る
治
療

　

・
医
療
保
険
各
法
が
適
用
さ
れ
る
不
妊
症
、

　
　

ま
た
は
不
育
症
の
検
査
お
よ
び
治
療

　

・
医
療
保
険
各
法
が
適
用
さ
れ
な
い
不
妊

　
　

症
の
検
査
お
よ
び
治
療
の
う
ち
、
体
外

　
　

受
精
ま
た
は
顕
微
授
精
を
除
く
検
査
お

　
　

よ
び
治
療

　

・
医
療
保
険
各
法
が
適
用
さ
れ
な
い
不
育

　
　

症
の
検
査
お
よ
び
治
療

■
助
成
の
内
容

　

・
助
成
を
行
う
額
は
、
年
間
20
万
円
を
限

　
　

度
と
し
ま
す
。

　

・
助
成
期
間
は
、
同
一
の
夫
婦
に
対
し
２

　
　

年
間
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
南
会
津

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
書
類
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
南
会

　

津
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所

　

町
民
課
健
康
福
祉
係
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

南
会
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
８
０

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

給
与
の
支
払
い
を
す
る
法
人
、
ま
た
は
個

人
事
業
主
の
方
で
、
給
与
所
得
に
係
る
源
泉

徴
収
を
す
る
義
務
が
あ
る
法
人
、
ま
た
は
個

人
事
業
主
の
方
は
、
給
与
の
支
払
い
を
し
た

翌
年
の
1
月
末
日
ま
で
に
、
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
提
出
先

　

受
給
者
の
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
居
住

　

す
る
市
区
町
村
長

■
提
出
す
る
も
の

　

①
総
括
表

　

②
給
与
支
払
報
告
書

■
提
出
期
限

　

平
成
25
年
１
月
31
日
（
木
）

　

課
税
事
務
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
期
限

　

厳
守
の
う
え
、
な
る
べ
く
早
め
に
ご
提
出

　

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

給
与
支
払
報
告
書
は
、
税
務
署
か
ら
送
付

℡

僧
侶
に
よ
る
心
の
相
談
事
業

あ
な
た
の
悩
み
、
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

あ
な
た
の
心
は
元
気
で
す
か
？

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

町
と
町
内
寺
院
の
僧
侶
は
、
あ
な
た
の
心

の
元
気
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
心
の
悩
み
を

僧
侶
に
気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

手
紙
、電
話
、面
接
等
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
８
０

問℡

申

℡ 問℡ 問℡ 問℡ 問

℡ 問

場申 内寺院名 郵便番号 住　　　所 電話番号

慈恩寺 967-0004 南会津町田島字後原甲 3707 0241-62-2668

徳昌寺 967-0004 南会津町田島字寺前甲 2970 0241-62-0255

藤生寺 967-0016 南会津町藤生字上山崎 556 080-5222-2734

常楽院 967-0023 南会津町福米沢字宮前 1392 0241-62-1465

南泉寺 967-0025 南会津町静川字西ノ沢口乙 14 0241-62-2883

善導寺 967-0501 南会津町古町字東居平 73 0241-76-2570

大泉寺 967-0641 南会津町和泉田字寺町 3528 0241-73-2118

対

℡ 問

料

■
注
意
点

①
人
が
い
る
時
は
使
わ
な
い
！

　

除
雪
作
業
中
は
、
ま
わ
り
に
人
を
近
づ
け

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
雪
か
き
棒
を
使
っ
て
！

　

雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
、
エ
ン
ジ

　

ン
を
停
止
し
、
必
ず
雪
か
き
棒
を
使
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

③
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
離
れ
な
い
！

　

作
業
の
と
き
以
外
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を

　

停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

④
後
方
注
意
！

　

後
進
す
る
と
き
は
、
足
元
や
後
方
の
障
害

　

物
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
（
社
）
日
本
農
業
機
械
工
業
会
／
除
雪
機
安

　

全
協
議
会

　

０
３
（
３
４
３
３
）
０
４
１
５

　

http://w
w

w.jfm
m

a.or.jp

問℡ア
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12・１月の健診（検診）のご案内

１２月１６日 あべクリニック

　　　　　　 　　TEL 0241-62-8733

　　　２３日 きむらクリニック

　　　　　　　　 TEL 0241-62-5576

　　　３０日 佐藤医院（下郷町）

　　　　　　　　 TEL 0241-67-2134

　１月　６日 高橋医院

　　　　　　 　　TEL 0241-62-0040

　　　１３日 芳賀医院（下郷町）

　　　　　　　　 TEL 0241-67-2188

　　　２０日 長谷川医院

　　　　　　　   TEL 0241-62-0032

　　　２７日 馬場医院

　　　　　　　   TEL 0241-62-0141

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１２月１８日 火
１ 歳 児 健 康 相 談
（田島地域のお子さん）

13:30 ～ 13:45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成23年10 ～ 12月生まれ

◆乳幼児健康診査

※「乳幼児健診・相談」の日程については、「平成24年度南会津町母子保健事業日程表」を確認して来所してください。

※地域指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１２月１９日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター
（御蔵入交流館内）

平 成 2 4 年 8 月 生 ま れ

１月　８日 火
２歳児歯科健康診査
（田島地域のお子さん）

12：30 ～ 13：00 平成22年10 ～ 11月生まれ

１月１６日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 4 年 9 月 生 ま れ

　

鼻
を
す
す
っ
て
い
る
と

耳
の
病
気
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
す
か
？

　

鼻
と
耳
の
間
に
は
、
耳

管
（
じ
か
ん
）
と
い
う
通

路
が
あ
る
た
め
、
鼻
を
す

す
る
と
、
耳
の
中
の
空
気

が
鼻
側
に
引
っ
張
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、鼓
膜
が
へ
こ
ん
だ
り
、

耳
の
中
に
液
体
が
溜
ま
っ

た
り
と
、
次
の
よ
う
な
中

耳
炎
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

（
１
）
滲
出
性
中
耳
炎
：

熱
や
痛
み
を
生
じ
な
い
中

耳
炎
で
す
。鼓
膜
の
奥
に
、

に
ご
っ
た
液
体（
浸
出
液
）

が
溜
ま
り
、
難
聴
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
お
子
さ
ん

で
は
健
診
で
見
つ
か
る
こ

と
も
多
い
で
す
。

『
鼻
す
す
り
と
耳
の
病
気
の
意
外
な
関
係
』

シリーズ⑫

県立南会津病院
（耳鼻咽喉科）

山内 智彦 先生

診察室から

（
２
）
癒
着
性
中
耳
炎
：

鼓
膜
が
へ
こ
ん
で
奥
の

粘
膜
と
く
っ
つ
い
て
し

ま
う
中
耳
炎
で
す
。
治
療

に
難
渋
す
る
こ
と
も
多

い
で
す
。

（
３
）
真
珠
腫
性
中
耳

炎
：
陥
凹
し
た
鼓
膜
に
耳

垢
な
ど
の
老
廃
物
が
溜

ま
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
中
耳
炎
で
す
。
溜
ま
っ

た
も
の
を
切
っ
て
み
る

と
断
面
が
真
珠
の
よ
う

に
見
え
る
た
め
、
こ
の
名

が
つ
い
て
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
手
術
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

鼻
す
す
り
の
原
因
は
、

慢
性
副
鼻
腔
炎
（
蓄
膿

症
）
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
、急
性
鼻
炎
（
鼻
か
ぜ
）

な
ど
様
々
で
す
が
、
き
ち

ん
と
治
さ
な
い
人
の
一
部

は
、
こ
う
し
た
耳
の
病
気

に
か
か
っ
て
し
ま
う
わ
け

で
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、

耳
管
開
放
症
と
言
っ
て
、

耳
管
が
通
常
の
人
よ
り
広

が
っ
て
し
ま
う
病
気
も
鼻

す
す
り
の
原
因
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
、
耳
閉
感
や
自
声
強

聴
（
自
分
の
声
が
大
き
く

聞
こ
え
る
）
と
い
っ
た
症

状
が
、
鼻
す
す
り
に
よ
っ

て
解
消
さ
れ
る
た
め
、
鼻

す
す
り
を
繰
り
返
し
て
し

ま
い
、
結
果
と
し
て
中
耳

炎
に
な
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
鼻
の
か
み
方
で

す
が
、
片
鼻
ず
つ
、
や
さ

し
く
か
む
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
両
鼻
を
一
度
に

か
ん
だ
り
、
強
く
か
み
す

ぎ
る
と
、
耳
に
悪
影
響
が

出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
鼻
す
す
り
が

や
め
ら
れ
な
い
方
に
は
い

ろ
い
ろ
な
病
気
が
隠
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
一
度
耳
鼻
科
を
受

診
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

12・1 月の日曜当番医

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180

　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713

　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241－72－2225

「麻しん風しん混合予防接種」は
　　　　接種期間内に受けましょう！

　麻しん風しん混合予防接種の対象年齢に

該当する方で、まだ接種されていない方は、

早めに接種をお願いします。

（接種対象）

　第１期：１歳～２歳未満

　第２期：保育所、幼稚園の年長

　第３期：中学１年生に相当する年齢

　第４期：高校３年生に相当する年齢

※第２～４期の接種期限は、平成２５年３

　月３１日までです。

　期間内は無料ですが、期間を過ぎた場合

　には、全額自己負担になりますのでご注

　意ください。

◆平成 25 年度 南会津町集団健診（検診）の調査・申込書について

　現在お配りしている平成２５年度南会津

町集団健診（検診）の調査・申込書の提出

期限が１２月２６日（水）となっています。

各地区の保健協力員に提出していただくか、

南会津町保健センターまたは各総合支所町

民課まで直接ご持参ください。

　この調査・申込書は、健診（検診）を受

けない場合であっても、期限までに必ず提

出してください。各種健診（検診）を積極

的に受診し、自身の健康維持の指標とする

ことが重要です。

いずしの食中毒にご注意

　南会津郡内には、年末年始に「いずし」を

食べる習慣があります。しかし、過去には、

お正月に食べた「いずし」が原因でボツリヌ

ス菌の食中毒が発生し、死者も出ています。

下記の「３ない運動」を推進し、ボツリヌス

菌による食中毒の発生防止にご理解とご協力

をお願いします。

　「３ない運動」
　　①作らない
　　　②食べない
　　　　③人にあげない

※万一、「いずし」を食べた後で具合が悪い

　と感じた場合には、速やかに医師の診断を

　受けてください。また、「いずし」を食べ

　たことを必ず医師に伝えてください。

認知症について学んでみませんか？

　「認知症」ってなんでしょう？

　単なるもの忘れとは違います。認知症は、

８５歳以上では４人に１人といわれているあ

りふれた病気です。

　認知症の方は、ちょっとした手助けがあれ

ば在宅生活を続けることが可能ですが、偏見

により、本人や家族が苦しんでいることも珍

しくありません。

　認知症になっても、住み慣れた地域で安心

して暮らせるように、地域の皆様の正しい理

解が不可欠です。

　認知症について正しく学んでいただくため、

健康福祉課職員や包括支援センター職員、在

宅介護支援センター職員等がお話させていた

だきます。

　認知症予防の取り組みを含めた運動なども

実施いたしますので、集落単位や老人クラブ

など団体で申込みをしてください。少人数で

も実施いたします

■問い合わせ

　本庁健康福祉課　介護保険係

　　電話　0241-62-6130
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上
町
お
も
い
や
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

会
は
、
平
成
24
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
活
用
し
、
茹
で
釡
ほ
か
そ
ば

道
具
一
式
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
用
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
投
光
器
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

あ
ゆ
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
そ

ば
を
提
供
す
る
ほ
か
、
そ
ば
打
ち
講
習

会
や
地
域
の
高
齢
者
な
ど
に
手
打
ち
そ

ば
を
振
る
舞
う
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
資
源
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
伊

南
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
イ
チ
ョ

ウ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う
な
ど
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
交
流
の
場
の
提
供
や
、

観
光
資
源
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。地域に役立つ宝くじ助成

コミュニティ助成事業で
そば道具などを整備

あゆまつりでの活用

■
92
集
落
が
交
付
金
を
申
請

　
『
集
落
応
援
交
付
金
事
業
』
は
、

地
域
住
民
の
自
主
的
か
つ
主
体
的

な
住
民
自
治
活
動
の
推
進
と
集
落

機
能
の
維
持
・
強
化
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、
各
集
落
が
実
施

し
た
交
付
対
象
事
業
の
数
に
応
じ

て
交
付
金
（
上
限
20
万
円
）
を
交

付
す
る
事
業
で
す
。

　

初
年
度
と
な
る
今
年
度
は
、
92

集
落
が
同
交
付
金
を
申
請
し
て
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

通
常
の
交
付
金
や
補
助
金
は
、

そ
の
事
業
に
関
係
す
る
対
象
経
費

に
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
交
付
金
は
、
事
業
に
一

切
関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

が
本
当
に
利
用
し
た
い
と
こ
ろ
に

自
由
に
利
用
で
き
る
こ
と
が
大
き

な
特
徴
で
す
。

■
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

　
　
　
　
　

動
い
て
み
よ
う

　

こ
の
事
業
を
機
に
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
集
落
内
で
話
し
合
い
を
行

っ
て
い
な
か
っ
た
集
落
が
、
定
期

的
に
話
し
合
い
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
り
、
自
主
防
災
組
織
を
設
立

し
て
、
集
落
独
自
の
避
難
訓
練
や

消
火
訓
練
を
実
施
し
た
り
す
る
な

ど
、
住
民
の
自
主
的
か
つ
主
体
的

な
自
治
活
動
が
芽
生
え
始
め
て
い

ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
の
主
役
は
、
そ
こ

に
住
む
住
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
ま

ず
は
、
み
ん
な
が
集
ま
る
機
会
を

ど
ん
ど
ん
作
り
、
み
ん
な
で
し
っ

今
年
度
、
町
は
新
し
い
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、『
集
落
応
援
交
付
金
事
業
』
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

事
業
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　本年５月より駒止湿原の保護を目的に入山者 1 人当た
り１００円の保護協力金を呼びかけました。その結果、
全部で１, ０８９, ８９０円の協力金が集まりました。
　協力金は、主に老朽化した木道の修理や保護監視の強
化、外来種防止用マットの設置、案内看板等の作成など
に使われ、湿原保護に大きく役立てることができました。
　来年度以降も継続して保護協力金の呼びかけを行いま
すので多くの皆様方のご協力をお願いいたします。

■問い合わせ

　教育委員会生涯学習課　文化財係　℡ 0241－62－6311

　１０月２８日、田島祗園祭しゃんぎり保存
会と高野三匹獅子保存会がそれぞれの芸能大
会に出演しました。
　さまざまな地域の伝統芸能が発表される中、
各保存会は日頃の練習の成果を十分に発揮し、
会場を盛り上げ、堂々とした発表を行うこと
ができました。

田島祗園祭しゃんぎり保存会
　地域伝統芸能全国大会福島大会『ふるさとの祭り2012』
　会場：郡山市民文化センター

高野三匹獅子保存会
　第54回北海道・東北ブロック民俗芸能大会
　会場：天童市市民文化会館（山形県天童市）

みんなで守ろう駒止湿原！ 集
落
応
援
交
付
金取り組み①　～台板橋地区～

　休耕田を利用した都市住民との交流
　稲刈りの様子

か
り
話
し
合
い
、
で
き
る
こ
と
か

ら
具
体
的
に
動
い
て
み
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

集
落
応
援
交
付
金
事
業
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

　

本
庁
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
４
０ 取り組み②　～大豆渡地区～

　高齢者を対象とした消火訓練の様子

℡

地域の伝統芸能を発信

保護協力金推進状況①
　募金箱を設置し、協力を呼びかけました。

保護協力金を活用し、木道を修理しました。保護協力金推進状況②
　湿原入口に横断幕を設置しました。

上町おもいやりネットワークの会
（五十嵐正敏会長／伊南上町）

大イチョウのライトアップ

伊南地域だけでなく只見町などからも

訪れました。

整備した備品類

（写真は茹で釜）
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検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

新着本紹介のご案内

【児童図書】
どんぐりころころ大図鑑　　星野　義延　監修
弁当づくりで身につく力　　　竹下　和男　著
お面　　　　　　　　　　　　井上　重義　文
あっちの豚こっちの豚　　佐野　洋子　作・絵
お面屋たまよし　　　　　　石川　宏千花　著
かいじゅうのさがしもの　　　富安　陽子　作
むしたちのサーカス　　　　　得田　之久　文
ぼく、仮面ライダーになる！ウィザード編
　　　　　　　　　　　　　　　　のぶみ　作
ヤンカのにんぎょうげき　　　どい　かや　作

【一般図書】
婚活の神様！　　　　　　にらさわ　あきこ　著
会津に恋して　　　　　　　　小日向　えり　著
みんな「おひとりさま」　　　上野　千鶴子　著
拉致と決断　　　　　　　　　　　蓮池　薫　著
家呑み道場　　　　　　　　　　給食系男子　編
新幹線お掃除の天使たち　　　　　遠藤　功　著
いいかげんがちょうどいい　　　関根　潤三　著
北斗　　　　　　　　　　　　　石田　衣良　著
七緒のために　　　　　　　　　島本　理生　著
火口のふたり　　　　　　　　　白石　一文　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

１月の休館日

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

年末年始の休館について

　図書館は、１２月２８日（金）から休館となります。
翌年は１月５日（土）から開館します。
　休館期間中の返却は返却ポストをご利用ください。（Ａ
Ｖ資料は破損しますのでポストに返却せずに開館日以降に
カウンターまでお願いします。）
　年末年始、ゆっくり読書はいかがですか？

12月の休館日

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

■ 日　時：平成 25 年 1 月 2 日（水） 

　　　　　　正午～

■ 場　所：会津田島駅前広場

■ 参加料：無 料

■ 主　催：子丑会（会長 湯田浩史、

　　　　　　　　　 副会長 関根健裕・馬場輝之）

正月恒例行事

子丑会からのお知らせ

平成25年厄払いみかんまき
　子丑会主催の『平成25年 厄払いみかんまき』

を開催します。

　みかんやお餅、お菓子などたくさん用意し

ておりますので、皆さん奮ってご参加くださ

い。

　皆さんの参加をお待ちしています。

放
課
後
子
ど
も
教
室

「結」協定サポーター募集！
　南会津町と泉崎村は「結」協定を締結しています。
　町は、両町村を応援するサポーターを募集し、サポーターになっていただいた方に、泉崎村内各
施設・店舗の優待制度が付いた「結」カードを発行しています。
　ぜひこの優待制度を活用していただき、泉崎村の魅力を発見していただければ幸いです。

１　ログハウス宿泊料金の割引
　　○泉崎カントリーヴィレッジ　( １泊２食付料金)
２　ランドセル料金の割引
　　○株式会社榮伸福島工場
　　　ランドセル料金４０％割引（イベント時は半額）
３　商店利用割引
　　○小林清次郎商店、やきとり かず、
　　　鮪芳、(有)うお政、くるま食堂、木挽、
　　　辺見時計店

～「結カード」優待制度 ～

■問い合わせ、登録先

　本庁商工観光課　観光交流係

　　　℡ 0241－62－6200

伊
南
小
学
校
の
校
庭
に
あ
る
大
イ
チ
ョ

ウ
は
、
黄
色
い
葉
っ
ぱ
が
全
て
落
ち

て
、
ち
ょ
う
ど
黄
色
い
絨
毯
の
よ
う
。
そ

ん
な
中
を
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
下
塩
江
紙
風
船
打
ち
上
げ

隊
の
皆
さ
ん
に
よ
る
巨
大
紙
風
船
の

打
ち
上
げ
。
天
候
の
都
合
で
、
外
で
は
な

く
体
育
館
の
中
で
の
打
上
げ
に
な
り
ま
し

た
が
、
暖
め
ら
れ
た
空
気
に
よ
っ
て
ふ
く

ら
ん
で
い
く
紙
風
船
の
大
き
さ
に
、
子
ど

も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
に
６
つ
あ
る
放
課

後
子
ど
も
教
室
に
お
邪
魔
し
、
活
動
の
様
子
を

レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

Hello
ハ
ロ
ー

わ
ん
パ
ー
ク
い
な

11/19
訪問

紙風船と一緒に記念撮影わ
ん
パ
ー
ク
い
な
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

■
活
動
日　
　

月
曜
日
・
木
曜
日

■
活
動
時
間　

14
時
30
分
～
17
時
30
分

　

 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

 

０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

こ
の
日
は
、
南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー
の
調

理
室
で
料
理
教
室
。
生
地
に
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
が
塗
り
こ
ま
れ
た
ピ
ザ
を
作
り

ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
生
地
を
の
ば
し
て
、

好
き
な
具
材
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。
焼
き
上
が

り
の
熱
々
の
ピ
ザ
を
ペ
ロ
リ
と
食
べ
終
わ

る
と
、
す
ぐ
に
遊
び
に
行
っ
て
し
ま
う
元

気
な
子
ど
も
た
ち
が
印
象
的
で
し
た
。

げ
ん
き
山
ク
ラ
ブ

11/26
訪問

小
雨
が
降

っ
て
い

る
肌
寒
い
日
。

今
日
は
、
南

郷
小
学
校
区

の
放
課
後
子

ど
も
教
室「
げ

ん
き
山
ク
ラ

ブ
」
に
お
邪

魔
し
ま
し
た
。

げ
ん
き
山
ク
ラ
ブ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

■
活
動
日　
　

月
曜
日
・
水
曜
日
・
木
曜
日

■
活
動
時
間　

14
時
30
分
～
17
時
30
分

　

 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

 

０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

思い思いにトッピング

℡ 問

℡ 問

編
集
後
記

▽
町
の
部
８
位
、
総
合
25
位
の

成
績
を
収
め
た
今
年
の
ふ
く
し

ま
駅
伝
。
選
手
た
ち
の
頑
張
る

姿
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
た
め
、

約
10
年
ぶ
り
に
応
援
に
行
き
ま

し
た
。
１
人
で
行
っ
た
せ
い
か
、

小
回
り
が
効
い
て
16
区
中
12
区

間
で
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
▽
た
だ
、
人
間
欲
が

出
る
も
の
で
、
12
人
撮
れ
る
と

全
員
撮
り
た
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
▽
１
人
で
全
員
は
撮

れ
な
い
の
で
、
来
年
は
相
方
を

見
つ
け
て
全
員
の
写
真
に
挑
戦

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
▽
来
年

も
担
当
な
ら
ば
の
話
で
す
が
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
原
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
み
な
み
あ
い
づ
11
月
号
で

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

「
南
会
津
へ
送
る
風
」（
18
ｐ
）

　

二
瓶
和
敏
さ
ん
の
住
所

　
【
誤
】
東
京
都
板
橋
区

　
【
正
】
千
葉
県
市
川
市

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た

し
ま
す
。
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会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

虫
鳴
く
や
今
日
一
日
に
悔
は
な
し　
　
　
　
　
　

大
塚　

麗
華

　

初
対
面
心
あ
や
ふ
し
秋
の
宴　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹　

元
子

　

美
し
く
老
い
て
着
こ
な
す
秋
袷　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

瑛
華

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
町　

佐
藤　

葉
子

　

旧
道
の
ほ
と
り
の
祠
ほ
こ
ら
懐
か
し
く

                

帽
子
を
取
り
て
静
か
に
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
町　

沢
崎　

芳
子

　

耕
し
て
菜
を
蒔
く
畑
を
野
良
の
猫

                

土
掘
り
汚
す
に
石
振
り
上
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
    　

鎌
倉
崎　

芳
賀　

幸
子

　

大
内
宿
た
づ
ね
て
想
ふ
亡
き
父
の

                

茅
葺
の
腕
達
者
な
り
し
を

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

枯
葉
散
る
掃
く
こ
と
も
な
き
山
路
か
な　
　
　

山
口
い
っ
せ
い

　

紅
葉
も
つ
か
の
間
に
し
て
枯
葉
舞
う　
　
　
　

星　
　

昴
明

　

憂
ふ
世
が
枯
葉
か
老
人
暴
走
す　
　
　
　
　
　

室
井
津
与
志

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

小
春
日
や
閻
魔
の
捌
き
休
み
な
り　
　
　
　
　

ミ　

エ

　

山
里
や
農
家
の
出
店
き
の
こ
汁　
　
　
　
　
　

ト
ヨ
子

　

酒
蔵
に
コ
ン
サ
ー
ト
響
く
今
年
酒　
　
　
　
　

忠　

子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

蕎
麦
ぼ
っ
ち
数
え
山
鳩
な
き
止
ま
ず　
　
　
　

河
原
田
光
子

　

冬
服
の
肩
で
揃
え
た
黒
き
髪　
　
　
　
　
　
　

平
野
恵
美
子

　

こ
ん
も
り
と
菊
花
飾
り
て
友
を
待
つ　
　
　
　

酒
井　

栄
子

まちの文芸

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
　 

ご
ざ
い
ま
す

　

10
月
に
埼
玉
県
や
千
葉
県
な

ど
11
会
場
で
開
催
さ
れ
た
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
ク
ラ
ッ
シ

ク
２
０
１
２
」
の
会
場
で
集
め

ら
れ
た
復
興
支
援
カ
ン
パ
15
万

78
円
を
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

10
月
８
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
・
ロ
シ
ア
協
会
埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ

Ｆ
・
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
国
際
友
好
文
化

と
伊
南
小
学
校
へ
３
万
円
を
寄

付
い
た
し
ま
し
た
。

　

伊
南
中
学
校
の
渡
部
正
弘
校

長
は
「
大
変
あ
り
が
た
い
。
中

セ
ン
タ
ー
の

江
田
栄
子
理

事
が
町
長
室

を
訪
れ
、
寄

付
金
を
手
渡

さ
れ
ま
し

た
。

　

伊
南
婦
人
会
（
馬
場
二
三
子

会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
11
月

３
日
に
開
催
さ
れ
た
「
伊
南
地

域
文
化
の
祭
典
」
に
お
い
て
実

施
し
た
バ
ザ
ー
の
収
益
金
の
一

部
を
、
伊
南
中
学
校
へ
５
万
円
、

学
校
の
生
徒

の
健
全
育
成

の
た
め
に
使

わ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

す
」
と
話
し

て
い
ま
し

た
。

　

11
月
22
日
、「
第
６
回
エ
ン
ジ

ョ
イ
ゴ
ル
フ
イ
ン
会
津
」
実
行

委
員
会
よ
り
、
９
月
に
開
催
し

た
コ
ン
ペ
の
収
益
金
の
一
部
５

万
円
を
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
の
大
塚
修
一

委
員
長
、
湯
田

和
廣
実
行
委

員
、
野
澤
幸
弘

実
行
委
員
が
町

長
室
を
訪
れ
、

寄
付
金
を
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

12,１月のイベント

南会津ハートフルコンサート

■日　　　時　１２月２３日（日）

　　　　　　　１４：００開演（１３：３０開場）

■入　場　料　無料

■出 演 者

　第一部 １４：００～１４：４５
　　毛木大介（テノール）、神林　淳（テノール）、

　　西　友加（ソプラノ）、阿部祥子（ソプラノ）、

　　村田恵理（ピアノ）

　第二部 １５：００～１５：４５
　　田島吹奏楽団、田島高校吹奏楽部、

　　田島中学校吹奏楽部

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課

　　　　　　　℡ ０２４１-６２-６３１１

イルカ 40th Anniversary コンサート 2012～2013
　～震災復興支援～ 「共に生きる・・・この時を」

　　　　　　　　　　■日　　　時　平成２５年３月３日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５：３０開演（１５：００開場）

　　　　　　　　　　■入　場　料　全席指定 ４,０００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　※未就学児の入場はご遠慮願います。

　　　　　　　　　　■プレイガイド　御蔵入交流館

　　　　　　　　　　■主　　　催　南会津町文化ホール運営委員会 ／ 福島放送

　　　　　　　　　　■提　　　供　イルカオフィス

　　　　　　　　　　■企画制作　ＭＳエンタテインメント・プランニング

　　　　　　　　　　■協　　　力　ＩＵＣＮ国際自然保護連合 ／ 日本クラウン

　　　　　　　　　　■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡ ０２４１-６２-６３１１

ニューイヤーコンサート
ベヒシュタインを弾こう！ 2013

■日　　　時　１月１２日（土）

　　　　　　１３：００開演　２部構成

■入　場　料　無料

■出 演

　南会津町内の小・中学校、高校の児童・生徒

　南会津町在住および南会津町出身の方々

■主 催　若き音楽家を育てる会

■後 援　南会津町教育委員会、

　　　　　　南会津町文化ホール運営委員会

■問い合わせ　若き音楽家を育てる会

　　　　　　会長　阿部徳子

　　　　　　　℡ ０２４１-６２-１２４８

大好評発売中！
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第24回ふくしま駅伝

区　間 氏　　名 タイム 所属（現住所または出身）

１区（4.0㎞） 湯田恵里香 15分57秒 葵高校１年 (藤生)

２区（8.2㎞） 渡 部 利 哉 27分57秒 田島高校２年 (羽塩)

３区（5.8㎞） 阿 久 津　 健 20分26秒 舘岩中学校２年 (八総)

４区（7.3㎞） 児 山 善 博 26分04秒 自衛隊仙台 (福米沢)

５区（6.7㎞） 湯 田 拓 郎 23分13秒 田島高校２年 (藤生)

６区（8.3㎞） 渡 部 裕 貴 29分37秒 葵高校２年 (中荒井)

７区（5.4㎞） 五十嵐寛多 19分55秒 南郷中学校３年 (木伏)

８区（5.6㎞） 星 樹 20分11秒 荒海中学校２年 (羽塩)

９区（2.8㎞） 渡部真奈美 11分14秒 田島中学校２年 (永田)

10区（9.2㎞） 湯 田 和 樹 29分20秒 ㈱コモディイイダ (川島)

11区（3.9㎞） 馬 場 海 羽 16分49秒 南郷中学校１年 (宮床)

12区（7.0㎞） 一ノ瀬辰徳 24分47秒 田島小教員 (新町)

13区（4.8㎞） 大 竹 将 哉 16分35秒 葵高校２年 (羽塩)

14区（5.7㎞） 阿久津岳志 20分17秒 会津高校２年 (井桁)

15区（3.4㎞） 小寺美依玖 12分44秒 田島中学校２年 (中町)

16区（8.4㎞） 渡 部 淳 也 27分12秒 自衛隊郡山 (長野)

補　欠 土 橋 一 馬 南会津町役場 (木伏)

補　欠 和 田 啓 生 檜沢中学校２年 (針生)

補　欠 広 野 健 太 荒海中学校２年 (古今)

補　欠 岩 堀 勇 樹 舘岩中学校１年 (高杖原)

補　欠 高 橋 里 実 東京福祉大学４年 (福米沢)

補　欠 児 山 有 希 葵高校１年 (滝原)

つないだタスキ
96.5㌔

３区の阿久津健選手から
４区児山善博選手へ

13区の大竹将哉選手

１区の湯田恵里香選手

６区の渡部裕貴選手11区の馬場海羽選手

14区の阿久津岳志選手

16区の渡部淳也選手

15区の小寺美依玖選手


